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調査の概要

国内における国立大学法人及び大学共同利用機関法人に対して、対象機器
の整備状況について調査を実施。

【調査概要】
○調査対象機関：国立大学法人８６大学＋大学共同利用機関法人４機関

○調査対象期間：平成２４～２８年度に取得した研究機器

○調査対象機器：相当程度の市場規模のある10機器
①電子顕微鏡
②レーザー顕微鏡
③X線回折装置（XRD）
④核磁気共鳴装置（NMR）
⑤ICP質量分析装置（ICP-MS・四重極型）
⑥液体クロマトグラフ質量分析装置（LC/MS）
⑦ガスクロマトグラフ質量分析装置（GC/MS）
⑧リアルタイム・デジタルPCR装置
⑨DNAシーケンサー（ProteinPCR含む）
⑩フローサイトメトリーシステム
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調査結果の概要【まとめ】
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・G1大学（４大学）の機器数合計７５２台、総額合計は約１４３億円
・G2大学（１０大学）の機器数合計７８１台、総額合計は約１３０億円
・G3大学（１８大学）の機器数合計５７１台、総額合計は約７３億円

※G1大学（2009‐2013年の論文数シェア1％以上の大学のうち上位４大学）【４大学】
大阪大学, 京都大学, 東京大学, 東北大学

※G2大学（2009‐2013年の論文数のうちシェア1%以上の大学）のうち本調査対象機関【１０大学】
岡山大学, 金沢大学, 九州大学, 神戸大学, 千葉大学, 筑波大学, 東京工業大学, 名古屋大学, 広島大学
北海道大学

※G3大学（2009‐2013年の論文数のうちシェア0.5～1％の大学）のうち本調査対象機関【１８大学】
愛媛大学, 鹿児島大学, 岐阜大学, 熊本大学, 群馬大学, 静岡大学, 信州大学, 東京医科歯科大学
東京農工大学, 徳島大学, 鳥取大学,富山大学, 長崎大学, 名古屋工業大学, 新潟大学, 三重大学
山形大学, 山口大学

○研究機器数 ：２６６９台
○研究機器総額：約４３５億円

注：各機関の機器によっては機器附属品なども含んだ金額となっている。



調査結果（詳細）

①電子顕微鏡
➢ G1大学（４大学）の保有台数合計は１０３台。総額合計は約５５億円。
➢ G2大学（１０大学）の保有台数合計は９６台。総額合計は約３６億円。
➢ G3大学（１８大学）の保有台数合計は６８台。総額合計は約１８億円。
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②レーザー顕微鏡
➢ G1大学（４大学）の保有台数合計は７５台。総額合計は約１５億円。
➢ G2大学（１０大学）の保有台数合計は７６台。総額合計は約１５億円。
➢ G3大学（１８大学）の保有台数合計は５６台。総額合計は約１１億円。

③核磁気共鳴装置（NMR）
➢ G1大学（４大学）の保有台数合計は２７台。総額合計は約２３億円。
➢ G2大学（１０大学）の保有台数合計は４３台。総額合計は約１５億円。
➢ G3大学（１８大学）の保有台数合計は１４台。総額合計は約９億円。

④液体クロマトグラフ質量分析装置（LC/MS）
➢ G1大学（４大学）の保有台数合計は３９台。総額合計は約８億円。
➢ G2大学（１０大学）の保有台数合計は５１台。総額合計は約１０億円。
➢ G3大学（１８大学）の保有台数合計は２８台。総額合計は約４億円。

調査対象機器のうち、電子顕微鏡、レーザー顕微鏡、核磁気共鳴装置（NMR） 、
液体クロマトグラフ質量分析装置（LC/MS）のG１～G３大学の状況は以下のとおり。

注：各機関の機器によっては機器附属品なども含んだ金額となっている。



大学グループ別の論文数等

• 特に、第3G 及び第4G の国立大学に所属するTop10％補正論文数が減少。
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若手・中堅研究者が独立した研究を行う際に障害となること

• 特に第３・４G大学が「スタートアップ資金（機器、スペース、スタッフ等）が不十
分であること」が課題であると回答。
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日本の部門別・大学グループ別の論文産出構造 （分数カウント）

• 日本全体の論文数に占める第1G～第4G の論文数シェアは、ほぼ同じ。
• 2013-2015年における論文数シェアは、第1G が17％、第2G が19％、第3G が14％、
第4G が20％。
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全分野の大学グループ別の論文数に占めるTop10%補正論文数割合（整数カウント）

• 大学グループごとの論文数に占める注目度の高い論文数（Top10％補正論文数）割合
（Q値）の推移に注目すると、第1G が最も高く、これに第2G が続く。

• 第3Gと第4GのQ 値は、日本全体よりも低い傾向にある。
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